
生涯学習吹田市民大学 大阪学院大学講座（第16回）

変 化 の 激 し い 今 の世 界 を 考 える 上 で 、 歴 史 知 識 は 必 要 不 可 欠 で す 。 現 在 の 国 際 問 題 の 要 因 や 背 景 に
は、過去の歴史的展開が大きく関わ っています。また、過去と現在を比較 して考えてみる という視角は 、今
の 世 界 を 理 解 する た め に 、 と て も 有 用 です 。 温 故知 新 の 姿 勢 を も っ て 歴 史 に接 し て みる こ と で 、よ り 広 く 、
深 く 、 今 の 世 界 を み る 目 を 養 う こ と が で き ま す 。 本 講 座 が そ の よ う な 機 会 に な り ま し た な ら 、 幸 い で す 。

① 2026年2月7日（土） 明王朝と朱元璋

② 2026年2月14日（土） 世紀転換期のイギリス海軍と東アジア

③ 2026年2月28日（土） 歴史から今の世界を考える：ウクライナ問題を一例として

④ 2026年3月7日 （土） セルゲイ・ウィッテの「回想記」を読む

【主催】大阪学院大学 吹田市教育委員会
担当：大阪学院大学エクステンションセンター 吹田市地域教育部まなびの支援課

開 催 日 ： 2026年2月７日（土）～3月7日（土）土曜日開催 4回講座
14:00～15:30（会場受付13:30より）

会 場 ：大阪学院大学2号館地下1階教室
テ ー マ ：歴史からみる世界
申込み方法：裏面をご覧ください。

講 師： 根無 新太郎（ねなし しんたろう）法学部准教授
専門分野： 近代中国史、近代中国の政治と制度

14世紀に明王朝を建てた朱元璋は、元朝末期の動乱の中で頭角を現して皇帝にのぼりつ
めた、中国史上、稀有な人物として知られます。古来、その性格は一身に聖賢・豪傑・盗賊の
性格を兼ね備えたものと言われてきました。こうした複雑な個性はどのように生み出されたもの
なのか、そして、その個性は自らの建てた明王朝にいかなる影響を及ぼしたのか。単なる朱元
璋の一代記ではなく、同時期の周辺世界や以後の時代（清朝、現代中国）への影響とあわせ
て考えていきたいと思います。

講 師： 尾﨑 庸介（おざき ようすけ）国際学部准教授
専門分野： 国際政治史、イギリス外交史、日英関係史

19世紀半ば以降、イギリスは東アジアにおいて大きな影響力を持っていましたが、1890年
代の日清戦争や義和団事件の頃になると、その影響力にも陰りが見えはじめました。世界一
の海軍力を持つイギリスはこの状況にどのように対応したのでしょうか。当時、東アジア地域に
展開されていたイギリス海軍中国戦隊（China Squadron）からイギリスの東アジアへの関わり、
日本との関わりを考えます。

講 師： 山口 悟（やまぐち さとる）商学部教授
専門分野： イギリス現代史、ニュージーランド現代史

歴史という視角から今の世界を考える一例として、ウクライナとロシアの問題をとりあげます。
第二次世界大戦後で最大規模の軍事衝突であるウクライナ戦争の歴史的背景について、

ヨーロッパ史の展開やこれまでの戦争の諸要素などをヒントに、今現在の視点からだけではな
く、長期間の歴史的展開をも踏まえた視野において、考えてみたいと思います。それを通して、
歴史を知る効用についても、改めて考えてみたいと思います。

講 師： 広野 好彦（ひろの よしひこ）国際学部教授
専門分野： 日本政治外交史

19世紀末から20世紀初頭にかけて活躍したロシアの政治家セルゲイ・ウィッテは、ロシアの
経済的な東アジア進出を主導しました。その中で、彼は、日清戦争（三国干渉）、ロシアの旅
順・大連租借、義和団事変、日露戦争などに関わっています。他方、ウィッテは、3巻からなる
「回想記」を残しました。それを読み解いて、当時のロシアの宮廷周辺の光景、ならびにロシア
とアジア（日本や中国）との関係などを探りたいと考えます。



その他

申 込 み方法

問合わせ

アクセス図

エクステンションセンター
https://www.ogu.ac.jp/guide/life/lifelong.html

講座名 「生涯学習吹田市民大学 大阪学院大学講座」1

郵便番号・住所2

名前（ふりがな）3

年齢4

電話番号5

受講区分の記入
・一般 ・在学生、卒業生（学籍番号）
・在学生、卒業生の家族（学生氏名、学籍番号）

6

手話通訳の有無7

電子申込システム
二次元バーコード


